






















































































昭和年 罹患数（年平均） 粗罹患率 訂正罹患率
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表2　主要部位別罹患数，粗罹患率，及び訂正罹患率
昭和58年
部 位 罹患数 粗罹患率 訂正罹患率?
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図2　大阪府における推定がん罹患数の動向（1965－
　　2000）
2000年ごろに多数を占めるがんの部位は，男で
肺，肝臓，胃，大腸，直腸など，女で乳房，肺，
胃，大腸，胆のう・胆管などであると予測され
ました。
大阪府のがん対策の新たな展開
大阪府では，全国に先がけて昭和34年に府立成
人病センターを設立するなど，従来からがん対
策には特に力を入れてきましたが，一層強力に
がん対策を推進するため，現在，大阪がん予防
検診センターの整備を進めているところです。
　当センターは，地下1階，地上7階，建築延
面積約5，200m2の建物で，規模としては（財）
東京都がん検診センターと並んで全国最大規模
になる予定であり，その事業内容としては，胃
がん・子宮がん等の集団検診，細胞診検査，関
連技術者の研修等を行うほか，コンピューター
の導入による「がん検診システム」の確立や，
精度管理をも行うことにしています。
　なお，当センターの特色として，これらの検
診，検査以外にがんにかからないようにするい
わゆる“一次予防”にも積極的に取り組むこと
にしています。我が国のがん予防対策は，早期
発見，早期治療という“二次予防”を中心にし
て進められていますが，これまでの多くの実験
的，疫学的研究によってがんの原因も徐々に解
明されつつあり，肺がん等のある種のがんにつ
いては，一次予防を推進することが最も効果的
であると言われているため，当センターでは検：
診とともに，喫煙対策等の一次予防にも本格的
に取り組む予定です。
　また当センターは，地域住民と密着したきめ
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の細かいがん対第を推進するため，大阪府，（社）
大阪府医師会，大阪市の三者による（財）大阪が
ん予防検診センターにより運営することにして
います。
　このように当センターは，その事業内容，運
営方法等の面で様々な工夫を凝らし，都市部に
お』ける今後のがん対策のあり方として「大阪方
式」とも言える新しい試みを行っています。
　このほかに，老人保健法に基づき市町村が実施
する胃がん検診，子宮がん検診を支援するため，．
施設集検：及び車による集検や，保健所における
子宮がん検診の開催をはじめとして，検診の精
度管理，評価を行っているほか，市町村保健セン
ターの建設助成，市町村保健計画の策定助成や
保健婦・細胞検査士等の養成枠の拡大，がん検
診車の増設等，地域の実情に応じた援助，協力
や検診体制の整備を行っています。
　今後は，成人病センターを中核として，新設
のがん予防検診センターをはじめ，地域の医療
機関，市町村とも有機的な連携を図り，府下にC
おけるがん制圧をさらに進めてまいります。
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